
水土里情報を活用した流域治水への取り組みについて紹介します

内容： 流域治水の基礎調査資料作成に地図情報を利活用

・水土里情報利活用促進事業で整備した耕区データを活用し、令和元年10月豪
雨の湛水状況データ及び国土地理院標高メッシュ（デジタル標高DEM）より一宮
川流域における水田の分布状況と、実際に水田に湛水した状況を可視化し、田
んぼダムの位置や機能について理解しやすい資料が作成できた。

経緯：

・令和元年東日本台風など毎年、全国各地で豪雨災害が発生しており、気候変
動による水害の激甚化・頻発化に備え、流域のあらゆる関係者が協働して流域
全体で水害を軽減させる「流域治水」の取組が必要となっている。そこで、農業サ
イドからの取り組みとして、関係者間で水田における雨水貯留（田んぼダム）につ
いて検討を行うための基礎的な資料が求められた。一宮川上流域の水田の分布
を把握するためにGIS（水土里情報システム）を活用して水田分布図を作成すると
ともに、二次的データとして基盤整備状況、農区単位の標高、土壌分布などを示
した図面類を作成した。

取組概要

今回紹介する団体：千葉県、市町、水土里ネット千葉

（位置図）

（農区単位での標高図）（土壌分布図）
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・県では本流域以外に４つのブロックで流域治水協議会が設けられ、各水系毎
に流域治水の検討が行われることになっているため、今後も水土里情報の活
用により治水基礎資料作成が期待される。

・今回の業務では耕区データを使用したが、水土里事業より耕区データの更新
がなされていないため、更新することでより精度の高い面積集計の実施が可能
となる。

今後の活用予定

取組による効果

■お問い合せ先

千葉県土地改良事業団体連合会（水土里ネット千葉） 技術部 事業計画課
０４３－２４１－７７４５（直通）

・複数のレイヤー（標高、基盤整備状況等）を重ねることにより各種図面が容易
に作成された。

・水土里情報システムを活用することで空間参照により被害農地の特定が行わ
れ、集計等作業が効率的に行われた（水土里情報システムを活用しなかった場
合、１０日以上かかった集計等作業が１日で済むようになった）。

ＧＩＳシステムのバージョン情報

GISアプリ：水土里Maps7.1 ver1.5

GISエンジン：SIS7.1 SR3

（浸水状況図）

（農地面積集計一覧）
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